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戦戦
争争
にに
反反
対対

しし
憲憲
法法
99
条条

をを
守守
るる

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
全
建

総
連
・
中
西
孝
司
委
員
長
が

行
い
、
政
府
の
物
価
高
騰
対

策
の
補
正
予
算
で
は
、
日
本

経
済
、
建
設
産
業
の
先
行
き

は
不
透
明
。
公
共
工
事
の
設

計
労
務
単
価
は
10
年
連
続
引

き
上
げ
ら
れ
た
が
現
場
の
建

設
労
働
者
に
波
及
し
て
い
な

い
と
指
摘
し
、「
仕
事
確
保
、

生
活
防
衛
、
予
算
要
求
実
現

へ
と
も
に
が
ん
ば
ろ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
全
建
総
連

・
勝
野
圭
司
書
記
長
が
「
労

働
環
境
改
善
や
建
設
国
保
の

安
定
運
営
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
の
推
進
、
消
費
税
増
税
反

対
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
見

直
し
延
期
」
や
「
ハ
ガ
キ
要

請
と
地
元
国
会
議
員
要
請
行

動
の
強
化
」
な
ど
を
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
「
戦
争
に
反
対

し
、
憲
法
9
条
を
守
る
立
場

を
堅
持
す
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。与与

野野
党党
のの
国国

会会
議議
員員
がが
ああ

いい
ささ
つつ

集
会
に
は
、
自
民
党
（
平

沢
勝
栄
衆
院
議
員
）
、
立
憲

民
主
党
（
枝
野
幸
男
衆
院
議

員
）
、
公
明
党
（
塩
田
博
昭

参
院
議
員
）
、
国
民
民
主
党

（
浅
野
哲
衆
院
議
員
）
、
日

本
共
産
党
（
宮
本
徹
衆
院
議

員
）
が
参
加
し
、
「
建
設
国

保
を
守
る
、
賃
金
引
き
上
げ

を
す
す
め
よ
う
」
と
連
帯
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
は
大
会
決
議
を
参
加

者
の
拍
手
で
採
択
し
、
「
賃

金
・
単
価
大
幅
引
き
上
げ
」

「
建
設
国
保
育
成
・
強
化
」

の
プ
ラ
カ
ー
ド
ア
ク
シ
ョ
ン

を
行
い
、
「
団
結
が
ん
ば
ろ

う
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。

東東
京京
都都
各各
部部

局局
にに
要要
請請

全
建
総
連
東
京
都
連
合
会

は
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

の
中
央
総
決
起
大
会
に
先
立

ち
、
新
宿
の
東
京
都
庁
第
二

本
庁
舎
前
で
午
前
10
時
か
ら

対
都
要
請
行
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

仕
事
と
就
労
確
保
、
建
設

国
保
へ
の
現
行
水
準
予
算
確

保
な
ど
を
求
め
て
都
庁
各
部

局
へ
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

都
議
会
各
会
派
か
ら
連
帯
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

「
賃
金
・
単
価
を
あ
げ
ろ
」
「
建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
を
」
全
国
建
設
労
働
組

合
総
連
合
（
全
建
総
連
）
は
、
「
6
・
29
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予
算
要
求
中
央

総
決
起
大
会
」を
6
月
29
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
3
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

集
会
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
、
デ
モ
行
進
は
行
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
炎
天
下
、
全
国
47
県
連
・
組
合
か
ら
1
7
9
6
人
（
東
京
土
建
7
2
1
人
）
、

板
橋
支
部
か
ら
は
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

夏
季
休
業
の
た
め
事
務
所
閉
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

8
月
17
日
（
水
）
は
午
後
2
時
か
ら
書
記

局
会
議
の
た
め
事
務
所
閉
ま
り
ま
す
。

東
京
五
輪
の

開
幕
か
ら
1

年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
東
京

で
の
開
催
な

が
ら
大
半
の

会
場
が
無
観

客
で
、
テ
レ
ビ
で
見
る
だ
け

の
海
外
の
五
輪
と
変
わ
ら

ず
、
あ
ま
り
印
象
に
残
っ
て

い
な
い
方
が
多
い
の
で
は
▼

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
を
め
ぐ

り
賛
否
が
割
れ
、
エ
ン
ブ
レ

ム
の
白
紙
撤
回
や
女
性
蔑
視

発
言
な
ど
準
備
段
階
で
の
数

々
の
ト
ラ
ブ
ル
も
五
輪
か
ら

思
い
を
遠
ざ
け
る
要
因
に
な

り
ま
し
た
▼
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
総
括

し
た
組
織
委
員
会
の
公
式
報

告
書
が
6
月
末
、
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
1
年
延
期
と
無
観

客
開
催
を
決
め
た
経
緯
や
、

招
致
交
渉
の
詳
細
も
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で

す
。
大
会
経
費
は
総
額
1
兆

4
2
3
8
億
円
に
の
ぼ
り
、

招
致
段
階
で
公
表
し
た
7
3

4
0
億
円
の
2
倍
近
く
に
膨

れ
上
が
り
ま
し
た
▼
森
喜
朗

前
会
長
の
女
性
蔑
視
発
言
な

ど
組
織
委
幹
部
の
不
適
切
な

言
動
に
つ
い
て
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
や
多
様
性
と
調
和
の

重
要
さ
を
再
認
識
す
る
契
機

と
な
っ
た
」
と
肯
定
的
に
表

現
し
て
い
ま
す
。
「
国
民
の

感
覚
と
ず
れ
て
い
る
」
と
の

批
判
も
▼
2
0
3
0
年
冬
季

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
札
幌
市
が
名
乗
り
を
上
げ

て
い
ま
す
。
東
京
五
輪
の
実

態
解
明
の
た
め
の
検
証
は
今

後
に
と
っ
て
も
必
要
で
す
。

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ

建
設
国
保
を
守
ろ
う

３年ぶりの
開催

プラカードアクションを行う
板橋支部の参加者

全建総連中央総決起大会

支
部
事
務
所
休
業
期
間

８
月
９
日（
火
）〜
８
月
１６
日（
火
）

景品が当たる

3年ぶりに日比谷野外音楽堂で開催、
とても暑い日でした
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ま
す
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7
月
7
日
夜
、
あ
ー
ち
ぷ

ら
ざ（
板
橋
支
部
会
館
）で
、

板
橋
支
部
安
全
大
会
を
開
催

し
、26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

池
袋
労
働
基
準
監
督
署
の
署

長
と
安
全
衛
生
課
長
か
ら
講

演
い
た
だ
き
、
予
定
時
間
を

大
幅
に
超
え
ま
し
た
が
、「
も

っ
と
聞
き
た
か
っ
た
」
と
の

感
想
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。安

全
大
会
は
、
7
月
1
〜

7
日
の
全
国
労
働
安
全
週
間

に
あ
わ
せ
て
開
催
し
、
現
場

や
会
社
で
の
安
全
大
会
に
参

加
す
る
機
会
の
な
い
方
に

は
、
特
に
参
加
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

木
登
り
名
人
は
…

講
演
で
は
、
ま
ず
労
基
署

の
白
浜
署
長
か
ら
、
「
鎌
倉

時
代
に
書
か
れ
た『
徒
然
草
』

の
中
で
、
木
登
り
名
人
は
、

弟
子
が
高
い
所
に
い
る
時
は

何
も
言
わ
ず
、
木
か
ら
降
り

て
き
て
地
上
近
く
に
な
っ
て

か
ら
『
気
を
つ
け
ろ
よ
』
と

声
を
か
け
る
、
と
い
う
話
が

あ
る
。
意
識
が
抜
け
た
所
の

油
断
で
災
害
に
あ
う
」
と
し

て
、
「
安
全
活
動
を
漠
然
と

や
る
と
マ
ン
ネ
リ
に
な
る
。

現
場
状
況
が
日
々
変
わ
る
中

で
、
今
日
は
何
に
気
を
つ
け

る
の
か
と
考
え
る
の
が
大
事

だ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
過
去
の
災
害
事
例
を

絵
に
し
て
配
り
、
「
作
業
変

更
で
想
定
外
の
行
動
が
起
こ

る
こ
と
が
あ
る
。
法
律
で
決

め
ら
れ
た
以
上
の
措
置
を
考

え
て
、
意
思
疎
通
を
図
る
こ

と
が
大
事
」
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

労
災
事
故
が大

幅
増
加

次
に
、
労
基
署
安
全
衛
生

課
の
小
関
課
長
か
ら
、
「
労

働
災
害
は
長
期
的
に
は
減
少

し
て
き
た
が
、
昨
年
・
今
年

は
大
幅
増
加
し
て
い
る
」
と

情
勢
報
告
に
始
ま
り
、
建
設

業
の
各
場
面
ご
と
の
重
点
項

目
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、
「
署
長

が
話
し
た
災
害
事
例
は
、
自

分
の
行
動
に
合
わ
せ
て
考
え

ら
れ
る
の
で
、
も
っ
と
い
く

つ
か
聞
き
た
か
っ
た
」
「
労

災
事
故
の
こ
と
が
分
か
り
や

す
く
理
解
で
き
た
」
な
ど
の

感
想
が
出
さ
れ
、
安
全
意
識

を
高
め
合
い
ま
し
た
。

【
書
記
・
後
藤
淳
二
】

7
月
10
日
投
開
票
の
参
議

院
選
挙
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
の
継
続
、

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
、
軍

事
力
増
強
か
、
暮
ら
し
優
先

か
な
ど
が
問
わ
れ
た
選
挙
で

し
た
。

投
票
率
は
前
回
を
上
回
る

52
・
05
％（
前
回
48
・
80
％
）

で
し
た
。
東
京
選
挙
区
（
6

人
区
）
は
投
票
率
56
・
55
％

（
前
回
51
・
77
％
）
で
与
野

党
と
も
に
3
議
席
ず
つ
獲

得
、
投
票
合
計
で
は
野
党
が

与
党
を
上
回
り
ま
し
た
。

板
橋
区
の
投
票
率
（
東
京

選
挙
区
）
は
55
・
27
％
（
前

回
50
・
50
％
）
で
し
た
。

与
党
の
自
民
党
、
公
明
党

が
76
議
席
を
獲
得
し
、
日
本

維
新
の
会
、
国
民
民
主
党
と

と
も
に
改
憲
勢
力
が
議
席
の

3
分
の
2
以
上
を
占
め
ま
し

た
。
選
挙
結
果
を
受
け
、
岸

田
首
相
は
早
期
の
改
憲
発
議

へ
取
り
組
み
を
す
す
め
る
と

表
明
し
て
い
ま
す
。

有
権
者
が
最
も
重
視
し
た

政
策
は「
景
気
・
雇
用
対
策
」

（
30
・
2
％
）
で
す
。
「
憲

法
改
正
」
は
わ
ず
か
4
・
7

％
（
時
事
通
信
）
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。

東
京
土
建
は
、
改
憲
策
動

の
阻
止
、
賃
金
引
上
げ
、
中

小
建
設
業
者
へ
の
事
業
支
援

拡
充
、
社
会
保
障
の
制
度
拡

充
と
建
設
国
保
の
育
成
強

化
、
消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
撤
回
な
ど
「
参

議
院
選
挙
に
向
け
た
東
京
土

建
9
つ
の
要
求
」
を
掲
げ
ま

し
た
。
み
ん
な
の
力
で
憲
法

改
悪
を
阻
止
し
、
要
求
実
現

を
め
ざ
し
た
運
動
を
す
す
め

ま
し
ょ
う
。

熱中症を防ぐためには、それぞれの場
所に応じた対策を取ることが重要です。
以下を参照し、適切な対策を実施しまし
ょう。

暑さを避ける、身を守る
室内では
・扇風機やエアコンで温度を調節
・遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用
・室温をこまめに確認
・ＷＢＧＴ値※も参考に
屋外では
・日傘や帽子の着用
・日陰の利用、こまめな休憩
・天気のよい日は、日中の外出をできる
だけ控える

からだの蓄熱を避けるために
・通気性のよい、吸湿性・速乾性のある
衣服を着用する

・保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、か
らだを冷やす
※ＷＢＧＴ値：気温、湿度、輻射（放
射）熱から算出される暑さの指数運
動や作業の度合いに応じた基準値が
定められています。環境省のホーム
ページ（熱中症予防情報サイト）に、
観測値と予想値が掲載されていま
す。

こまめに水分を補給する
室内でも、屋外でも、のどの渇きを感

じなくても、こまめに水分・塩分、スポ
ーツドリンクなどを補給する

比例・板橋区 投票率 55．26％
2
0
2
2
年
7
月
10
日

参
議
院
議
員
選
挙
得
票
と
得
票
率

東京選挙区・板橋区
得票率

12．99％

12．47％

11．93％

11．59％

10．98％

8．97％

7．31％

4．94％

4．26％

得票率

30．44％

12．74％

12．14％

11．33％

10．33％

6．73％

6．14％

3．25％

2．94％

2．76％

得票数

33，022

31，704

30，341

29，461

27，914

22，801

18，584

12，569

10，827

得票数

77，303

32，348

30，818

28，718

26，237

17，099

15，603

8，256

7，470

7，014

党派名

公明党

自民党

日本共産党

立憲民主党

自民党

れいわ新選組

維新の会

立憲民主党

ファーストの会

党派名

自民党

維新の会

立憲民主党

公明党

日本共産党

国民民主党

れいわ新選組

参政党

ＮＨＫ党

社民党

候補者名

竹谷とし子

朝日けんたろう

山添拓

蓮舫

いくいな晃子

山本太郎

えびさわ由紀

松尾あきひろ

荒木ちはる

当

当

当

当

当

当

仲間と安全意識を高めあう

「労災事故のことが分かりやすく理解できた」などの感想が
ありました

憲法改悪を阻止し、
要求実現めざして

参 議 院 選 挙 の 結 果参 議 院 選 挙 の 結 果熱中症を防ぎましょう

板橋支部
安全大会
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〈2021年と比較する場合〉収入の減少率
保険料の免除期間

4カ月
3カ月
2カ月

50％以上
40％以上50％未満
30％以上40％未満

志
葉
玲
さ
ん
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
取
材
報
告

7
月
10
日
、
け
ん
せ
つ
プ

ラ
ザ
東
京
で
行
わ
れ
た
平
和

共
同
取
材
に
出
席
し
た
。
午

前
10
時
よ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
志
葉
玲
氏
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
取
材
報
告
の
講
演
を
聞

い
た
。

ま
ず
2
0
1
4
年
ウ
ク
ラ

イ
ナ
東
部
で
、
ロ
シ
ア
が
支

援
す
る
武
装
勢
力
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
政
府
軍
と
の
内
戦
、
双

方
に
よ
る
人
権
侵
害
が
深
刻

化
し
た
。
日
本
メ
デ
ィ
ア
、

評
論
家
な
ど
が
解
説
で
、
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方
拡
大
が
原
因

と
し
て
い
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
人
々
は
プ
ー
チ
ン
の
個

人
的
な
野
望
に
取
り
憑
か
れ

た
と
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
と
欧
州
と

の
関
係
を
深
め
る
の
が
気
に

食
わ
な
い
、
力
で
従
わ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。目

を
そ
む
け
た
く
な

る
光
景

同
氏
は
4
月
10
日
か
ら
取

材
に
入
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

の
力
を
か
り
ず
独
力
で
取
材

に
。
首
都
キ
ー
ウ
と
近
郊
の

ブ
チ
ャ
へ
。
ブ
チ
ャ
で
は
、

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
住
民
虐
殺

が
発
覚
、
街
の
中
心
部
の
教

会
の
敷
地
内
に
集
団
墓
地
と

し
、
4
0
0
体
以
上
が
埋
葬

さ
れ
て
い
た
。
骨
を
折
ら
れ

て
い
た
り
拷
問
に
よ
る
状
態

の
遺
体
が
あ
っ
た
と
か
。
目

を
そ
む
け
た
く
な
っ
た
と
言

う
。ボ

ロ
デ
ィ
ア
ン
カ
、
ハ
ル

キ
ウ
等
も
取
材
し
、
取
材

中
、
本
人
も
爆
撃
に
。
近
く

の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
逃
げ
込
ん

だ
と
言
う
。
今
後
、
日
本
は

こ
う
し
た
戦
争
を
な
く
す
た

め
に
、
憲
法
改
正
な
ど
考
え

ず
、
こ
の
良
い
日
本
国
憲
法

を
世
界
に
広
げ
、
世
界
平
和

を
と
願
っ
て
い
た
。

お
し
ど
り
漫
才

マ
コ
・
ケ
ン

原
発
の
話
を
わ
か
り

や
す
く

午
後
か
ら
は
、
お
し
ど
り

漫
才
、
マ
コ
・
ケ
ン
の
話

し
。
原
発
事
故
の
取
材
、
始

ま
る
前
は
漫
才
で
お
も
し
ろ

お
か
し
く
話
し
て
く
れ
る
と

思
っ
て
い
た
が
、
と
ん
で
も

な
い
。
海
洋
汚
染
、
農
家
の

皆
様
の
立
場
に
た
っ
て
の
取

材
、
セ
シ
ウ
ム
、
ト
リ
チ
ウ

ム
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
な

ど
、
こ
ち
ら
と
し
て
は
ち
ょ

っ
と
わ
か
ら
な
い
数
値
を
し

ら
べ
て
、
我
々
の
身
体
に
ど

う
影
響
す
る
か
、
わ
か
り
や

す
く
伝
え
て
く
れ
た
。

お
二
人
で
東
電
の
記
者
会

見
、
様
々
な
省
庁
、
地
方
自

治
体
の
会
見
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
取
材
。
お
ど
ろ
い
た
こ

と
に
ド
イ
ツ
で
国
際
会
議
に

度
々
招
待
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
大
学
と
の
取
材
報
告
を

毎
年
し
て
い
る
。

2
0
1
6
年
「
平
和
協
力

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
基
金
」
奨

励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
を
み
た
ら
、
な

ん
と
鳥
取
大
学
医
学
部
出
身

で
し
た
。�
お
ど
ろ
い
た
�。

【
前
野
中
台
分
会

金
井
設

男
】

6
月
12
日
西
徳
第
一
公
園

で
第
45
回
住
宅
デ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
ス
タ
ッ
フ
は
24
人
。

無
料
住
宅
相
談
、
包
丁
と
ぎ

に
加
え
丸
太
切
り
、
カ
ン
ナ

削
り
体
験
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ

ル
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
も
行
い

ま
し
た
。

包
丁
と
ぎ
は
「
毎
年
待
っ

て
い
る
」
人
が
多
く
、
受
付

開
始
の
10
時
に
は
列
を
な
し

て
い
ま
し
た
。

昨
年
11
月
に
徳
丸
ヶ
丘
公

園
で
行
っ
た
住
宅
デ
ー
で
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
多
く
来
場
。
他
分
会
の

会
場
か
ら
来
た
人
が
「
す
ご

い
、
人
が
多
い
」
と
話
す
ほ

ど
に
ぎ
や
か
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
住
民
へ
の
奉
仕
活
動

を
通
し
て
仕
事
確
保
を
、
と

始
ま
っ
た
住
宅
デ
ー
。
目
的

の
住
宅
相
談
も
2
件
あ
り
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
「
新
し
く
手

伝
っ
て
く
れ
た
人
が
4
人
も

い
た
」
「
子
ど
も
が
た
く
さ

ん
来
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
包
丁
と
ぎ
の
受
付
待
ち
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
工
夫
を
」

「
（
3
年
も
空
き
）
タ
イ
ル

の
材
料
が
劣
化
し
て
い
た
」

「
来
年
は
飲
食
（
模
擬
店
）

が
で
き
る
と
い
い
」
な
ど
意

見
・
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

【
野
崎
寿
江
】

6
月
12
日
の
日
曜
日
、
板
橋
区
内
16
会

場
で
住
宅
デ
ー
を
開
催
。
6
月
号
に
引
き

続
き
分
会
か
ら
の
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症の影響により、生
活が著しく困難になり、次のいずれかの要件を
満たす方は保険料が免除となります。
①主たる生計維持者（世帯主）が死亡または

重篤な傷病を負った組合員
⇒保険料（4カ月分）を免除※重篤な傷病：新
型コロナに罹患し、おおむね1カ月以上の入院
を要した場合など。
②組合員の建設産業の収入が2019年または20

21年と比べて30％以上減少することが見込まれ
る組合員⇒保険料（2カ月～4カ月分）を免除
申請期間：2022年7月1日（金）～2022年11月

18日（金）国保組合必着
対象となる保険料：2022年10月から2023年3

月分まで（最大4カ月分）

詳しくは支部☎03―3963―5325までお問い合
わせください。

6
月
12
日
（
日
）
区
立
蓮

根
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
天
気
予
報
は
あ
ま
り
良

く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
晴

れ
間
も
顔
を
出
す
ほ
ど
の
天

候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
で
も

「
昼
頃
一
雨
有
り
大
慌
て
」
。

し
か
し
朝
か
ら
の
段
取
り
も

良
く
、
シ
ー
ト
貼
り
な
ど
の

お
か
げ
で
大
し
た
事
に
は
な

ら
な
か
っ
た
の
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

参
加
者
は
組
合
員
24
人
、

家
族
3
人
で
、
来
場
者
も
大

人
62
人
、
子
ど
も
37
人
を
数

え
、
大
盛
況
で
し
た
。

包
丁
研
ぎ
1
1
2
丁
、
ま

な
板
削
り
20
枚
な
ど
大
忙

し
、
金
額
も
、
包
丁
、
ま
な

板
で
1
1
1
0
0
円
と
い
う

結
果
で
、
住
宅
相
談
も
1
件

あ
り
昼
過
ぎ
に
は
雨
も
酷
く

な
っ
て
来
た
の
で
早
々
に
撤

収
片
付
け
と
な
り
終
了
後
、

分
会
セ
ン
タ
ー
で
恒
例
の
反

省
会
を
催
し
、
労
を
ね
ぎ
ら

い
懇
親
を
深
め
た
と
こ
ろ
で

す
。皆

様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

【
野
村

誠
】

志
村
坂
上
分
会
の
住

宅
デ
ー
は

6
月
12
日

（
日
）
10
時
か
ら
、
今

年
も
昨
年
と
同
じ
志
村

第
3
公
園
で
行
い
、
天

候
も
ギ
リ
ギ
リ
も
ち
ま

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
う
け
ま
し
た
が
、
包

丁
砥
ぎ
、
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い
、
水
風
船

つ
り
、
住
宅
相
談
、
女

性
の
会
に
よ
る
健
康
相

談
の
コ
ー
ナ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い
・
水
風
船

つ
り
で
は
子
ど
も
も
集

ま
り
大
盛
況
で
し
た
。

来
年
は
食
べ
物
の
コ

ー
ナ
ー
な
ど
も
出
せ
る

と
い
い
で
す
ね
。

【
川
中
子
公
明
】

新型コロナによる収入減など
土建国保保険料減免を今年も実施します

新型コロナによる収入減など
土建国保保険料減免を今年も実施します

本
部
平
和
共
同
取
材

本
部
平
和
共
同
取
材

日
本
の
憲
法
を
世
界
に
広
げ
て

住宅デー住宅デー
東
京
土
建
を

地
域
に
ア
ピ
ー
ル

包丁研ぎで大忙し

徳
丸
分
会

徳
丸
分
会

包丁研ぎに朝から行列

に
ぎ
や
か
に
開
催
で
き
ま
し
た

ウクライナの取材報告をするジャーナリストの志葉玲さん

蓮根分会蓮根分会
子どもも集まり大盛況

子どもたちも来てくれました

志村坂上分会志村坂上分会

包
丁
研
ぎ
に
精
を
出
す

ベ
テ
ラ
ン
�
研
ぎ
師
�

の
み
な
さ
ん
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6
月
10
日
に
南
陽
市
内
に

あ
る
小
学
校
の
5
年
生
の
田

植
え
体
験
授
業
を
お
き
た
ま

産
直
セ
ン
タ
ー
青
年
部
で
行

い
ま
し
た
。

私
の
娘
が
5
年
生
に
お

り
、
担
任
の
先
生
か
ら
「
例

年
は
バ
ケ
ツ
稲
を
し
て
き
た

が
、
ぜ
ひ
今
年
は
田
植
え
体

験
を
さ
せ
た
い
！
」
と
電
話

を
い
た
だ
き
、
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
5

年
生
の
頃
に
は
田
植
え
体
験

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
実
に
約
30
年
ぶ
り
の
田

植
え
授
業
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
57
人
の
小
学
5
年

生
が
10
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に

苗
を
植
え
て
い
き
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
裸
足
で
田
ん
ぼ

に
入
る
と「
き
ゃ
ー
‼
」「
気

持
ち
い
い
！
」
と
歓
声
が
上

が
り
、
青
年
部
の
指
導
の
も

と
田
植
え
開
始
で
す
。

田
ん
ぼ
に
線
を
引
い
て
あ

る
の
で
、
線
に
沿
っ
て
植
え

て
い
く
の
で
す
が
、
植
え
る

の
に
一
生
懸
命
に
な
り
す
ぎ

て
顔
や
お
し
り
が
泥
だ
ら
け

に
な
り
、
と
て
も
楽
し
そ
う

で
し
た
。

忙
し
い
最
中
の
田
植
え
体

験
で
し
た
が
、
た
ま
に
は
こ

う
い
っ
た
息
抜
き
？
も
あ
っ

て
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

青
年
部
が
指
導
し
ま
し
た

子どもたちは楽しそうでした

土
建
国
保
に
加
入
の
方
は

日
本
国
内
で
宿
泊
旅
行
を
す

る
と
、
ど
こ
の
宿
泊
施
設

（
旅
館
・
ホ
テ
ル
・
ペ
ン
シ

ョ
ン
・
公
共
の
宿
な
ど
）
を

利
用
し
て
も
、
組
合
員
・
家

族
と
も
、
年
度
内
（
4
月
1

日
〜
翌
3
月
31
日
）
1
人
1

回
（
1
泊
分
）
が
補
助
さ
れ

ま
す
。1
人
3
千
円
の
補
助
、

65
歳
以
上
は
5
千
円
で
す

（
宿
泊
当
日
の
年
齢
）
。

申
請
書
に
健
診
受
診
状
況

（
予
定
を
含
む
）
を
記
入
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
申
請

書
裏
面
の
注
意
事
項
を
ご
確

認
の
上
、
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。宿

泊
先
で
「
補
助
金
支
給

申
請
書
」
に
宿
泊
の
証
明
印

を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。「
申

請
書
」
は
東
京
土
建
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

宿
泊
日
の
翌
日
か
ら
2
年

を
経
過
す
る
と
時
効
と
な

り
、
補
助
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

75
歳
以
上
の
組
合
員

「
ど
け
ん
共
済
会
」

か
ら
5
千
円

75
歳
以
上
の
組
合
員
は
、

ど
け
ん
共
済
会
の
「
宿
泊
旅

行
費
補
助
申
請
書
」
に
宿
泊

先
で
証
明
印
を
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。
同
宿
さ
れ
た
配
偶

者
も
対
象
で
す
。
指
定
し
た

振
込
先
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。

○
電
気
工
事
士

社
員
等
3

人
以
上
／
㈲
ナ
オ
デ
ン
／
内

山
直
樹
・
舟
渡
高
島
分
会
☎

0
3
―
6
3
2
5
―
6
5
3

6
／
経
験
不
問

○
ダ
ク
ト
工
事
・
空
調
工
事

社
員
等
3
人
以
上
／
㈱
ゼ

ウ
ス
／
山
上
信
悟
・
大
山
分

会
☎
0
3
―
5
9
9
5
―
2

4
0
0
／
経
験
不
問
／
通
常

週
休
2
日
制

○
建
築
施
工
管
理
技
士
・
電

気
工
事
現
場
管
理

社
員
等

2
人
／
㈱
ハ
タ
未
来
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
／
幡
鎌
秀
一
・
前

野
中
台
分
会
☎
0
8
0
―
5

5
7
6
―
4
4
7
3
／
有
資

格
者

※
求
人
・
求
職
の
掲
載
の
お

申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
☎

0
3
―
3
9
6
3
―
5
3
2

5
ま
で
。

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
利
用

券
」を
利
用
で
1
0

0
0
円
割
引（
土
建

国
保
加
入
者
）

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
利
用
券
」
（
4
月
1
日

〜
翌
年
3
月
31
日
ま
で
有

効
）の
配
付
を
し
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
シ
ー
が
割
引
で
入
園

で
き
ま
す
。

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
利
用
券
」
は
、
国
保
組

合
の
被
保
険
者
（
組
合
員
・

家
族
）の
利
用
に
限
り
ま
す
。

年
度
内
、
一
人
に
つ
き
1
枚

の
み
の
配
付
と
な
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
支
部
事
務
所

☎
0
3
―
3
9
6
3
―
5
3

2
5

◇平日の健診もご利用ください。（予約が必要です）2022年8月28日（日）
【申込締切】8月8日（月）
【実施場所】小豆沢病院（定員70名）

※日曜健診は午前のみの受付となります。午後はお申込みできませ
んのでご注意ください。

※オプション健診は有料です。申込時に費用を組合へ納入下さい。
分会経由で納入する場合は群会議でお支払いください。

※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。
問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL０３-３９６３-５３２５

金額

3000円

5000円

5000円

年齢

～64歳

65歳～

75歳～

対象

土建国保加入者
（家族含む）

どけん共済

⑧
前立腺がん

1，000円
50歳以上の土建
国保加入者
無料

⑦
大腸がん

1，000円
40歳以上の土建
国保加入者
基本に含む

⑥
有機溶剤

（キシレン・ト
ルエン・エチル
ベンゼン選択）

1，000円

⑤
じん肺

1，000円

④
骨粗鬆症

2，000円

③
胃がん

（バリウム）

3，000円
50歳以上の土建
国保加入者
無料

②
胃がん

（カメラ）
平日のみ

8，000円
50歳以上の土建
国保加入者
3000円

①
基本健診

無料

項目

費用

日 程 表
2022年8月

機関会議
拡大中執
書記局会議 事務所閉まります 四役
常任

発送

（不戦のつどい）

書記局会議2時～ 事務所閉まります

午後から事務所閉まります

組合活動

拡大執行委員会

納入日

分会長会議・共済審査

本部報告

たて看行動

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

リ
ゾ
ー
ト

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

リ
ゾ
ー
ト

田
植
え
体
験
授
業

宿
泊
旅
行
補
助

宿
泊
旅
行
補
助

日曜健康診断のご案内

土
建
国
保
加
入
者
1
人
3
千
円

求

人

夏
季
休
業

訪

問

行

動

1

日

お
き
た
ま
だ
よ
り

お
き
た
ま
だ
よ
り


